
(57)【要約】

【課題】作業者の眠気を作業の妨げとならないようにし

て検出し、作業を行っているシステムや、作業者をはじ

めとする人間の安全を確保する。

【解決手段】マウス、キーボード、ハンドルといった作

業中の機器を用いて手の温度を測定することにより眠気

を検出する。作業者の眠気が検出された場合には、機器

や作業中のデータファイルのロックやセーブを行い、車

両の場合には安全な場所へ誘導して停止させたりするこ

とにより、人間を含めたシステムを保護することを可能

とする装置を提供する。これにより、システムとシステ

ムに関与している人間の安全が保護され、事故を未然に

防ぐことができる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 作 業 者 の 手 が 作 業 を 行 う 機 器 に 置 か れ た こ と を 検 知 し 、 作 業 者 の 手 の 温 度 を 測 定 す る 温
度 測 定 セ ン サ 部 が 上 記 機 器 に 組 み 込 ま れ 、 上 記 測 定 さ れ た 温 度 デ ー タ を 解 析 す る こ と に よ
り 上 記 作 業 者 の 眠 気 を 検 出 す る 演 算 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 眠 気 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 眠 気 検 出 装 置 に お い て 温 度 測 定 セ ン サ 部 に 補 助 光 源 と し て 発 光 素 子 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 眠 気 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 眠 気 検 出 装 置 に お い て 、 上 記 作 業 者 の 温 度 デ ー タ ま た は そ の 解 析
結 果 を 記 録 す る 記 録 部 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 眠 気 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 眠 気 検 出 装 置 に お い て 、 上 記 温 度 測 定 セ ン サ 部 が マ
ウ ス に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 眠 気 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 眠 気 検 出 装 置 に お い て 、 上 記 温 度 測 定 セ ン サ 部 が キ
ー ボ ー ド に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 眠 気 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 眠 気 検 出 装 置 に お い て 、 上 記 温 度 測 定 セ ン サ 部 が ハ
ン ド ル に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 眠 気 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か に 記 載 の 眠 気 検 出 装 置 に お い て 、 複 数 の 作 業 者 の 眠 気 の 状 態
を 管 理 す る こ と を 特 徴 と す る 眠 気 管 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ７ の い ず れ か に 記 載 の 眠 気 検 出 装 置 に お い て 、 さ ら に 警 報 発 生 部 を 有 し 、
上 記 演 算 部 が 眠 気 を 検 出 し た 場 合 に 、 上 記 警 報 発 生 部 が 警 報 を 発 す る こ と を 特 徴 と す る 眠
気 検 出 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ８ 記 載 の 眠 気 検 出 装 置 に お い て 、 さ ら に パ ソ コ ン や サ ー バ に 接 続 さ れ た キ ー ボ ー ド
や マ ウ ス を ロ ッ ク さ せ た り フ ァ イ ル を セ ー ブ し た り す る 安 全 保 護 機 能 を 有 す る こ と を 特 徴
と す る シ ス テ ム 保 護 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ８ 記 載 の 眠 気 検 出 装 置 に お い て 、 走 行 中 の 車 両 を 安 全 な 場 所 へ 誘 導 す る 機 能 を 有
す る こ と を 特 徴 す る 車 両 安 全 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 作 業 者 の 眠 気 を 検 出 す る 眠 気 検 出 装 置 に 関 し 、 特 に 、 検 出 し た 眠 気 に 基 づ い
て 車 両 や 装 置 へ の 制 御 フ ィ ー ド バ ッ ク を か け る 安 全 装 置 や シ ス テ ム 保 護 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 車 両 運 転 中 の 運 転 者 の 眠 気 は 事 故 に つ な が り 、 交 通 シ ス テ ム 、 航 空 管 制 シ ス テ ム 、 電 力
シ ス テ ム 、 発 電 シ ス テ ム な ど の シ ス テ ム 上 で 作 業 を 行 っ て い る 作 業 者 の 眠 気 は 、 重 大 な 事
故 を 引 き 起 こ す 危 険 が あ る 。 Ｐ Ｃ 作 業 者 の 眠 気 も 、 こ れ に 起 因 す る 誤 操 作 に よ る シ ス テ ム
破 壊 や 、 デ ー タ の 消 失 や フ ァ イ ル の 破 壊 と い っ た 不 利 益 を 生 む 。 こ の こ と か ら 、 車 両 運 転
中 に お け る 運 転 者 の 眠 気 や 、 シ ス テ ム を 制 御 し た り 端 末 で 作 業 を 行 っ た り す る 作 業 者 の 眠
気 を 防 ぐ こ と の 必 要 性 は 高 い 。
眠 気 検 出 の 技 術 と し て 、 例 え ば 、 ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル に 眠 気 状 態 を 判 定 す る 体 調 判 定 装
置 を 装 着 す る 方 式 が あ る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ）
　 一 方 、 人 が 眠 気 を 催 し た 際 に 、 末 梢 の 血 液 分 布 が 増 え 、 例 え ば 、 手 の 温 度 が 上 昇 す る こ
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と は 一 般 に 知 ら れ て い る 。 こ れ を 測 定 し て 眠 気 を 検 出 す る こ と を 想 定 し た 場 合 、 手 の 温 度
計 測 技 術 と し て は 、 皮 膚 温 度 計 を 使 う 方 法 や サ ー ミ ス タ を 手 に テ ー プ な ど で は り つ け て 計
測 を 行 う 方 法 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 方 法 で は 、 脈 波 の 変 化 を 経 時 的 に 監 視 す る
こ と で 眠 気 を 検 出 し て い る こ と か ら 、 少 な く と も 数 秒 以 上 の 計 測 時 間 が 必 要 と な る 。 ま た
、 作 業 者 の 眠 気 を 検 出 す る に あ た り 、 手 の 温 度 を そ の 指 標 に 用 い る 場 合 、 皮 膚 温 度 計 を 用
い る 場 合 は 片 手 で 温 度 計 を 持 た な く て は な ら な い こ と か ら 作 業 者 の 作 業 に 支 障 が 生 じ る 。
さ ら に 、 サ ー ミ ス タ を 手 に 貼 り 付 け て 温 度 を 計 測 す る 場 合 は サ ー ミ ス タ に つ な が っ た ケ ー
ブ ル が 、 作 業 の 邪 魔 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2004-050888号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 車 両 運 転 者 な ど を 含 め た 作 業 者 に 手 間 や 負 担 を か け る こ と な く 車 両 運 転 者 な
ど を 含 め た 作 業 者 の 眠 気 を 検 出 し 、 作 業 対 象 の シ ス テ ム や 、 デ ー タ や フ ァ イ ル 、 あ る い は
人 間 の 安 全 を 確 保 す る こ と の で き る 装 置 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 願 で 開 示 す る 発 明 の 概 要 は 以 下 の 通 り で あ る 。
作 業 者 が 作 業 に 用 い て い る 道 具 そ れ 自 体 に 組 み 込 ん だ 温 度 測 定 手 段 を 用 い て 作 業 者 の 手 の
温 度 を 測 定 し 、 結 果 を 解 析 し て 作 業 者 の 眠 気 を 検 出 す る 眠 気 検 出 装 置 。 こ れ を 用 い て 眠 気
が 検 出 さ れ た 場 合 に は 、 作 業 者 に 警 告 を 行 い 、 眠 気 の 状 態 が 改 善 さ れ な い 場 合 に は 、 作 業
対 象 の シ ス テ ム や デ ー タ や 車 両 な ど に 対 し 、 デ ー タ は 保 存 す る と 共 に シ ス テ ム や フ ァ イ ル
を ロ ッ ク し 、 車 両 に つ い て は 安 全 な 場 所 へ 誘 導 し て 停 止 さ せ る な ど の 処 置 を 行 う 安 全 保 護
装 置 を 開 示 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 上 、 記 述 し た 発 明 に よ り 作 業 者 の 眠 気 検 出 を 、 作 業 者 を 煩 わ せ る こ と な く 行 う こ と が
可 能 と な る 。 ま た 、 作 業 対 象 の シ ス テ ム や 車 両 、 な ら び に 人 間 の 安 全 を 守 る こ と が 可 能 と
な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
本 発 明 に お い て は 、 作 業 者 の 眠 気 を 検 出 す る た め に 手 の 温 度 計 測 を 用 い る 。 温 度 計 測 用 の
セ ン サ を 、 作 業 を 行 っ て い る パ ソ コ ン や サ ー バ に 接 続 さ れ た マ ウ ス や キ ー ボ ー ド 、 運 転 や
操 縦 を 行 っ て い る 車 両 ・ 船 舶 ・ 航 空 機 の ハ ン ド ル や 操 縦 桿 な ど に 組 み 込 む こ と で 、 作 業 者
や 運 転 者 の 温 度 計 測 を 行 う こ と に よ り 眠 気 の 検 出 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に は 、 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 を 上 部 か ら 見 た 形 状 の 例 を 示 す 。 発 光 素 子 （ １ ０ ４ ） を
持 た な い 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 （ １ ０ １ ） と 発 光 素 子 （ １ ０ ４ ） を 持 つ 温 度 測 定 用 セ ン サ 部
（ １ ０ ５ ） を 示 す 。 受 光 素 子 （ １ ０ ２ ） と し て 、 例 え ば フ ォ ト ト ラ ン ジ ス タ な ど を 用 い る
こ と が 有 効 で あ る 。 温 度 測 定 素 子 （ １ ０ ３ ） と し て は 、 例 え ば サ ー モ パ イ ル に 代 表 さ れ る
熱 形 赤 外 線 セ ン サ を 用 い る こ と が 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 セ ン サ 部 （ １ ０ １ ） に 測 定 対 象 で あ る 手 が か ざ さ れ る と 、 受 光 素 子 （ １ ０ ２ ） に 当 た る
光 量 が 減 少 す る た め 、 こ の 変 化 を 検 出 す る 。 受 光 素 子 に フ ォ ト ト ラ ン ジ ス タ を 用 い る 場 合
に は 、 ト ラ ン ジ ス タ の 出 力 側 に お い て 電 位 変 化 と し て 検 出 す る こ と が で き る 。 こ れ を ト リ
ガ ー と し て 、 温 度 測 定 素 子 （ １ ０ ３ ） に よ る 温 度 計 測 を 開 始 す る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 温 度 測 定 素 子 （ １ ０ ３ ） を 単 体 で 用 い る と 、 例 え ば 、 室 内 の 照 明 や 太 陽 光 に よ っ て 暖 ま
っ た 温 度 測 定 部 位 の 温 度 を 手 の 温 度 と し て 誤 っ て 測 定 し て し ま う な ど の 問 題 が 生 じ る 。 上
記 、 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 は 、 こ の 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る 。
ま た 、 夜 間 の 使 用 が 想 定 さ れ る 機 器 類 に 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 を 組 み 込 む 場 合 に は 、 発 光 素
子 （ １ ０ ４ ） を 持 つ 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 （ １ ０ ５ ） を 用 い る こ と が 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 夜 間 や 暗 い 場 所 に お い て 、 発 光 素 子 （ １ ０ ４ ） を 持 た な い 温 度 測 定 セ ン サ 部 （ １ ０ １ ）
を 用 い る 場 合 、 周 囲 が 暗 い た め に 、 手 が 置 か れ た 場 合 と そ う で な い 場 合 と で 受 光 素 子 （ １
０ ２ ） に 当 た る 光 の 量 が ほ と ん ど 変 化 し な い た め に 、 手 が 置 か れ た 状 態 を 検 出 し に く い 。
そ こ で 、 発 光 素 子 （ １ ０ ４ ） に よ る 能 動 的 な 照 明 を 行 い 、 手 が 置 か れ た 場 合 と そ う で な い
場 合 と で 、 受 光 素 子 （ １ ０ ２ ） が 受 け る 光 の 量 に よ り 差 を つ け る よ う に す る 。 発 光 素 子 （
１ ０ ４ ） に は 、 赤 外 LEDに 代 表 さ れ る 発 光 素 子 を 用 い る こ と が 有 効 で あ る 。 ま た 、 発 光 素
子 （ １ ０ ４ ） は 、 常 時 点 灯 だ と 測 温 部 周 辺 が 温 ま っ て し ま う た め 、 例 え ば 、 ２ ０ 秒 に 一 回
等 あ る 決 ま っ た 時 間 間 隔 で 瞬 間 的 に 発 光 さ せ る こ と が 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ に は 、 マ ウ ス （ ２ ０ １ ） に セ ン サ 部 を 組 み 込 ん だ 場 合 の 外 観 図 （ a） と 中 央 部 分 で
の 長 軸 方 向 で の 縦 断 面 図 （ b） を 示 す 。 電 気 的 な 配 線 は 省 略 し て あ る 。 こ の 図 に 示 す よ う
に 、 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 （ １ ０ １ ） は 手 の ひ ら 部 分 が お お う 位 置 に 組 み 込 む こ と が 有 効 で
あ る が こ の 限 り で は な い 。 ま た 、 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 の 測 定 窓 部 分 （ ２ ０ ６ ） は 、 外 部 の
環 境 光 を な る べ く 遮 断 し 、 手 の 発 す る 赤 外 光 を 透 過 さ せ る こ と の で き る 材 質 で 構 成 す る こ
と が 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 の 電 源 は 、 USBポ ー ト な ど 、 Ｐ Ｃ 側 で 確 保 す る こ と が 可 能 で あ る 。
赤 外 線 マ ウ ス の 電 源 の よ う に 、 マ ウ ス 内 部 に 電 池 を 組 み 込 む こ と も 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 サ ー モ パ イ ル の 出 力 は 、 Ｐ Ｃ や マ ウ ス が 接 続 さ れ て い る シ ス テ ム 側 へ 出 力 し 、 シ ス テ ム
側 の プ ロ セ ッ サ で 解 析 処 理 を 行 う こ と も で き る が 、 マ ウ ス 内 の 基 板 （ ２ ０ ２ ） に 解 析 処 理
用 チ ッ プ を 載 せ て 、 処 理 結 果 の み を PCな ど の シ ス テ ム 側 へ 出 力 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ
の よ う に 、 測 定 し た 温 度 デ ー タ を 解 析 す る 演 算 部 は 、 シ ス テ ム 内 の プ ロ セ ッ サ を 用 い る 方
法 と 、 マ ウ ス 内 に 温 度 処 理 専 用 の 演 算 部 を 設 け る 方 法 と が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 （ １ ０ １ ） は 、 図 ２ に 示 し た よ う な マ ウ ス 表 面 部 分 に 実 装 す る 形 に
は 限 ら れ な い 。 図 ３ に は 、 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 （ １ ０ １ ） を マ ウ ス 内 部 に 搭 載 し た 形 状 の
例 も 示 す 。 温 度 測 定 用 窓 （ ３ ０ １ ） は 、 外 部 の 環 境 光 を な る べ く 遮 断 し 、 手 の 発 す る 赤 外
光 を 透 過 さ せ る こ と の で き る 材 質 で 構 成 す る こ と が 有 効 で あ る 。 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 （ １
０ １ ） は 、 温 度 測 定 用 窓 （ ３ ０ １ ） に 対 し 、 温 度 測 定 用 窓 の 中 心 部 を 通 る 接 面 （ ３ ０ ２ ）
と 平 行 と な る 向 き に 設 置 す る こ と が 有 効 で あ る 。 ま た 、 温 度 測 定 用 窓 （ ３ ０ １ ） は 、 円 形
に 限 ら れ る も の で も な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ４ に は 、 キ ー ボ ー ド （ ４ ０ １ ） に 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 （ １ ０ １ ） を 組 み 込 ん だ 例 を 示
す 。 セ ン サ 部 （ １ ０ １ ） は 、 手 （ ４ ０ ２ ） が ホ ー ム ポ ジ シ ョ ン に 置 か れ た 場 合 に 手 の ひ ら
が 当 た る 位 置 に 組 み 込 む こ と や 、 テ ン キ ー （ ４ ０ ３ ） を 打 つ 際 に 手 の ひ ら が 当 た る 位 置 に
組 み 込 む こ と が 望 ま し い 。 さ ら に は 、 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 を 列 状 に 配 列 し （ ４ ０ ４ ） 手 の
位 置 に 依 存 せ ず に 測 定 が 行 え る よ う に す る こ と も 有 効 で あ る 。 キ ー ボ ー ド （ ４ ０ １ ） の 場
合 も 、 マ ウ ス （ ２ ０ １ ） の 場 合 と 同 様 、 セ ン サ 上 部 、 キ ー ボ ー ド 表 面 に は 、 外 部 の 環 境 光
を な る べ く 遮 断 し 、 手 の 発 す る 赤 外 光 を 透 過 さ せ る こ と の で き る 材 質 で 構 成 し た 測 定 用 窓
を 設 け る 。 さ ら に 、 測 定 用 窓 部 分 は 、 レ ン ズ を 組 み 込 ん だ り 、 レ ン ズ で 構 成 し た り す る な
ど す る こ と に よ り 集 光 機 能 を 持 た せ る こ と も 有 効 で あ る 。 こ れ は 、 マ ウ ス （ ２ ０ １ ） の 場
合 で も 同 様 で あ る が 、 キ ー ボ ー ド （ ４ ０ １ ） の 場 合 に は 、 手 と セ ン サ 間 の 距 離 が 、 マ ウ ス
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（ ２ ０ １ ） の 場 合 よ り も 離 れ る た め に 、 キ ー ボ ー ド （ ４ ０ １ ） の 場 合 に お い て 、 よ り 有 効
な 構 成 で あ る と い え る 。 例 え ば 、 レ ン ズ の 材 質 に は 、 フ ッ 化 カ ル シ ウ ム 、 フ ッ 化 マ グ ネ シ
ウ ム 、 ジ ン ク セ レ ン な ど を 用 い 、 フ レ ネ ル レ ン ズ や 、 パ ラ ボ ラ な ど の 形 状 で 集 光 す る こ と
が 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 車 の ハ ン ド ル に 眠 気 測 定 用 セ ン サ 部 （ １ ０ ５ ） を 組 み 込 ん だ 場 合 の 例 に つ い て 説
明 す る 。
図 ５ に は 自 動 車 の ハ ン ド ル （ ５ ０ １ ） を 手 （ ４ ０ ２ ） が 握 る 場 合 の 縦 方 向 で の 断 面 図 の 例
を 示 す 。 こ こ で も 電 気 的 な 配 線 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 発 光 素 子 （ １ ０ ４ ） を 持 つ 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 （ １ ０ ５ ） を 手 （ ４ ０ ２ ） が 握 る 位 置 に
組 み 込 む 、 測 定 用 窓 （ ５ ０ ２ ） は 、 マ ウ ス （ ２ ０ １ ） や キ ー ボ ー ド （ ４ ０ １ ） の 場 合 と 同
様 に 外 部 の 環 境 光 を な る べ く 遮 断 し 、 手 の 発 す る 赤 外 光 を 透 過 さ せ る こ と の で き る 材 質 で
構 成 す る こ と が 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 発 光 素 子 （ １ ０ ４ ） を 動 作 さ せ る か ど う か の 判 定 は 、 例 え ば 、 受 光 素 子 （ １ ０ ２ ） の 出
力 電 圧 に 基 準 値 を 設 定 し て お き 、 こ れ を 下 回 っ た か ど う か を 検 出 す る こ と で 行 う こ と が で
き る 。 つ ま り 周 囲 が あ る 暗 さ に な っ た 場 合 は 、 発 光 素 子 （ １ ０ ４ ） を あ る 時 間 間 隔 で 照 明
さ せ 、 受 光 素 子 （ １ ０ ２ ） の 照 明 光 （ ５ ０ ３ ） を 発 光 素 子 （ １ ０ ４ ） が 感 知 で き な く な っ
た 時 に 手 （ ４ ０ ２ ） が 置 か れ た も の と 判 定 す る 。 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 （ １ ０ ５ ） は 、 手 が
置 か れ る 場 所 に 組 み 込 む が 、 ハ ン ド ル の 形 状 に 合 わ せ て 、 手 が 置 か れ る こ と が 想 定 さ れ る
位 置 に 複 数 の セ ン サ 部 を 列 状 に 並 べ た り （ ５ ０ ３ ） 、 面 状 に 並 べ た り す る こ と も 有 効 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 手 が 置 か れ た こ と が 検 出 さ れ た ら 、 温 度 測 定 素 子 （ １ ０ ３ ） に よ る 温 度 測 定 を 開 始 す る
。 以 下 、 マ ウ ス （ ２ ０ １ ） キ ー ボ ー ド （ ４ ０ １ ） の 場 合 に 述 べ た 通 り 、 図 ６ の フ ロ ー チ ャ
ー ト に 従 っ て 眠 気 検 出 を 行 う 。 眠 気 が 検 出 さ れ た 場 合 の 警 告 （ ６ ０ ４ ） は 、 車 内 の ス ピ ー
カ ー よ り 音 声 を 出 力 す る こ と や 、 カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム と 連 携 さ せ て カ ー ナ ビ ゲ ー
シ ョ ン シ ス テ ム の モ ニ タ 画 面 や 音 声 に よ る 出 力 を 行 う な ど の 方 法 を と る 。 こ の こ と に よ り
運 転 者 及 び 同 乗 者 へ の 注 意 喚 起 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 警 告 を 規 定 の 回 数 だ け 反 復 し て も 、 眠 気 の 状 態 が 改 善 さ れ な い 場 合 に は 、 車 の ハ ザ ー ド
ラ ン プ を 点 灯 す る こ と で 、 車 外 へ の 警 告 も 行 う 。 ま た 、 エ ア コ ン や 窓 の 開 閉 を 行 う こ と で
自 動 的 に 換 気 を 行 う こ と も 有 効 で あ る 。 オ ー ト ド ラ イ ブ 機 能 を 搭 載 し た 車 両 の 場 合 に は 、
こ れ に 切 り 替 え 安 全 な 位 置 へ 移 動 さ せ て 停 止 す る な ど に よ り 、 車 両 と 乗 員 の 安 全 を 確 保 す
る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 温 度 測 定 結 果 や 解 析 の 結 果 を 、 シ ス テ ム 内 部 に 記 録 し て お く こ と に よ り 作 業 者
の 状 態 を 後 で 確 認 す る こ と が で き 、 万 が 一 、 事 故 な ど が 起 こ っ た 場 合 に 、 直 前 の 作 業 者 の
状 態 と 対 応 づ け る こ と が 可 能 と な る 。
図 ６ に は 、 眠 気 検 出 と シ ス テ ム 保 護 ま で の フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま ず 、 マ ウ ス （ ２ ０ １ ） や キ ー ボ ー ド （ ４ ０ １ ） な ど PCや 、 サ ー バ な ど に 接 続 さ れ て い
る 機 器 で 眠 気 検 出 を 行 う 場 合 の 例 に つ い て 説 明 す る 。
手 （ 402） が マ ウ ス （ ２ ０ １ ） や 、 キ ー ボ ー ド （ ４ ０ １ ） に お か れ る と 、 温 度 測 定 用 セ ン
サ 部 （ １ ０ １ ） の 受 光 素 子 （ １ ０ ２ ） が 受 け る 光 量 が 減 少 す る 。 こ の こ と に よ り 、 手 が 置
か れ た か ど う か の 判 定 （ ６ ０ １ ） を 行 う 。 手 が 置 か れ て い る 場 合 は 、 温 度 測 定 素 子 （ １ ０
３ ） に よ る 手 の 温 度 測 定 （ ６ ０ ２ ） を 開 始 す る 。 測 定 し た 温 度 デ ー タ を 元 に 、 作 業 者 の 眠
気 の 検 出 が さ れ た か ど う か の 判 定 （ ６ ０ ３ ） を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 手 の 移 動 す る 位 置 に 複 数 の 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 を 配 列 し て 構 成 し た セ ン サ 部 （ ４ ０ ４ ）
用 い る 場 合 は 、 手 が 置 か れ た こ と を 検 出 し た 受 光 素 子 （ １ ０ ２ ） と 対 で 組 み 込 ん で あ る 温
度 測 定 素 子 （ １ ０ ３ ） に よ る 温 度 測 定 を 開 始 す る 。 手 が 移 動 し た 場 合 は 、 手 が 置 か れ た こ
と を 検 出 し た 別 の 受 光 素 子 （ １ ０ ２ ） と 対 と な っ て い る 温 度 測 定 素 子 （ １ ０ ３ ） が 温 度 測
定 を 開 始 す る こ と に よ り 、 手 の 動 き に 追 従 し て い く 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 眠 気 検 出 の た め の ア ル ゴ リ ズ ム は ひ と つ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 33℃ な ど
と い っ た 決 ま っ た 値 を 閾 値 と し て 設 定 し て お き 、 こ の 値 を 超 え た 場 合 に 、 眠 気 を 検 出 し た
も の と し 、 警 告 を 出 す （ ６ ０ ４ ） こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ７ に は 、 手 の ひ ら の 温 度 変 化 の 実 測 例 （ ７ ０ １ ） を 示 す 。 思 考 活 動 を 止 め る と 手 の 温
度 が 上 昇 し て い く 様 子 が 示 さ れ て い る 。
利 用 者 別 に 数 時 間 か ら 数 日 程 度 の 実 測 デ ー タ を 計 測 し 、 こ の 結 果 に 基 づ い て 個 人 別 に 前 記
の 眠 気 検 出 用 閾 値 を 決 定 す る こ と も 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 一 定 の 閾 値 を 決 定 せ ず に 、 手 の 温 度 の 変 化 を 追 い 、 数 分 間 に 渡 っ て 上 昇 し 続 け て
い る 場 合 に は 、 眠 気 を 検 出 し た と し て 、 警 告 を 出 す （ ６ ０ ４ ） と い っ た 方 法 を 用 い る こ と
も で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 警 告 （ ６ ０ ４ ） は 、 モ ニ タ 画 面 上 に メ ッ セ ー ジ を 表 示 し た り 、 音 声 ア ナ ウ ン ス を 行 っ た
り 、 マ ウ ス を 振 動 さ せ た り す る こ と で 行 う こ と が で き る 。 振 動 さ せ る 場 合 は 、 携 帯 電 話 に
搭 載 さ れ て い る よ う な 小 型 バ イ ブ レ ー タ を 組 み 込 み 、 眠 気 が 検 出 さ れ た 場 合 に 、 バ イ ブ レ
ー タ を 動 作 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 警 告 回 数 を 計 数 し （ ６ ０ ５ ） 、 警 告 が 一 定 の 回 数 を 超 え た か ど う か の 判 定 （ ６
０ ６ ） を 行 う 。 こ こ で 、 あ ら か じ め 設 定 し て お い た 回 数 を 超 え た 場 合 に は 、 本 人 以 外 へ の
警 告 を 発 信 す る （ ６ ０ ７ ） と 同 時 に 、 シ ス テ ム の 保 護 機 能 を 作 動 さ せ て も よ い （ ６ ０ ８ ）
。 本 人 以 外 へ の 警 告 と は 、 室 内 へ の ア ナ ウ ン ス や 、 管 理 者 や 関 係 機 関 へ の 通 報 を 行 う こ と
を 示 す 。 シ ス テ ム の 保 護 機 能 と は 、 マ ウ ス や キ ー ボ ー ド か ら の 入 力 を ロ ッ ク し た り 、 作 業
中 の デ ー タ や フ ァ イ ル が あ れ ば 、 こ れ を 保 存 し た り す る こ と で 、 作 業 者 の 眠 気 に よ る シ ス
テ ム 破 壊 や 、 装 置 の 誤 動 作 な ど の 被 害 を 最 小 限 に 食 い 止 め る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ８ に は 、 学 校 な ど で 複 数 の 作 業 者 の 眠 気 の 状 態 を 検 出 す る 場 合 の 例 を 示 す 。 こ こ で も
電 気 的 な 配 線 は 省 略 し て あ る 。 監 督 者 で あ る 教 師 （ ８ ０ １ ） は 、 生 徒 （ ８ ０ ２ ） 側 の 端 末
（ ８ ０ ３ ） か ら の 応 答 を モ ニ タ （ ８ ０ ４ ） で チ ェ ッ ク す る 一 方 で 、 生 徒 （ ８ ０ ２ ） の 手 （
４ ０ ２ ） の 温 度 を マ ウ ス （ ２ ０ １ ） や 、 図 4に 示 し た よ う に キ ー ボ ー ド （ ４ ０ １ ） か ら 検
出 し 、 そ の 結 果 を イ ン ジ ケ ー タ （ ８ ０ ５ ） の 点 灯 や 点 滅 な ど で 、 認 識 で き る よ う に す る こ
と で 、 授 業 内 容 へ の フ ィ ー ド バ ッ ク を か け る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に は 、 生 徒 （ ８ ０ ２ ） の 眠 気 状 態 の 記 録 を と り 、 こ れ を 元 に 教 師 の 勤 務 態 度 の 評 価
の 一 助 と し て 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。 ほ と ん ど 全 員 が 眠 気 を 催 し て い る の に 一 方 的 に 授
業 が 行 わ れ た こ と を 示 す 記 録 の 一 部 と し て 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。 教 室 内 に 監 視 カ メ ラ
を 設 置 し 、 こ の 記 録 と 合 わ せ て 用 い る こ と が 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 願 に お い て 開 示 さ れ る 発 明 の う ち 、 代 表 的 な も の に よ っ て 得 ら れ る 効 果 を 簡 単 に 説 明
す れ ば 、 以 下 の と お り で あ る 。
（ １ ） 手 の 温 度 計 測 に 基 づ き 、 作 業 者 の 眠 気 が 検 出 さ れ た 場 合 に は 、 作 業 者 及 び 、 周 囲 や
関 係 部 署 な ど へ の 警 告 を 行 う こ と が で き る 。
（ ２ ） 手 の ひ ら 部 分 の 温 度 計 測 に 基 づ い て 眠 気 を 検 出 す る た め 、 冷 え 性 や 、 レ イ ノ ー 病 な
ど 、 指 先 の 血 行 が 悪 く 局 所 的 に 温 度 が 低 下 し て い る と 考 え ら れ る 作 業 者 の 眠 気 も 検 出 す る
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こ と が で き る 。
（ ３ ） 警 告 を 行 っ て も 作 業 者 の 眠 気 が 改 善 さ れ な い 場 合 に は 、 フ ァ イ ル は セ ー ブ し 、 シ ス
テ ム や パ ソ コ ン や サ ー バ に 接 続 さ れ た キ ー ボ ー ド や マ ウ ス な ど を ロ ッ ク す る こ と で 、 不 要
な 操 作 で の フ ァ イ ル の 削 除 や 破 壊 を 防 ぐ こ と が で き る 。
（ ４ ） 作 業 者 が 車 両 の 運 転 な ど を 行 っ て い る 場 合 に は 、 安 全 な 位 置 に 誘 導 し て 停 止 さ せ た
り す る こ と に よ り 、 人 間 の 安 全 を 守 る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 は 、 発 電 所 、 プ ラ ン ト 、 工 場 な ど の 制 御 シ ス テ ム 、 サ ー バ や PCの デ ー タ お よ び フ
ァ イ ル シ ス テ ム 、 自 動 車 、 鉄 道 、 航 空 機 な ど の 運 行 な ど 、 幅 広 い 範 囲 に お け る 安 全 保 護 に
関 す る も の で あ る 。 ま た 、 学 校 で の 利 用 は 、 生 徒 の 眠 気 検 出 に よ る 生 徒 の 状 態 把 握 の み で
な く 、 教 員 の 勤 務 態 度 を 評 価 す る た め の ツ ー ル を 提 供 す る こ と も 可 能 と す る も の で あ り 、
そ の 利 用 可 能 性 は 多 岐 に わ た る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 を 上 部 か ら 見 た 形 状 の 例 。
【 図 ２ 】 マ ウ ス へ の 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 の 組 み 込 み の 例 。
【 図 ３ 】 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 を マ ウ ス 内 部 に 搭 載 し た 例 。
【 図 ４ 】 キ ー ボ ー ド に 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 を 組 み 込 ん だ 例 。
【 図 ５ 】 自 動 車 の ハ ン ド ル を 手 が 握 る 場 合 の 縦 方 向 で の 断 面 図 の 例 。
【 図 ６ 】 眠 気 検 出 と シ ス テ ム 保 護 ま で の フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ７ 】 手 の ひ ら の 温 度 変 化 の 実 測 例 。
【 図 ８ 】 学 校 な ど で 複 数 の 作 業 者 の 眠 気 の 状 態 を 検 出 す る 場 合 の 例 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
１ ０ １ … 発 光 素 子 を 持 た な い 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 、 １ ０ ２ … 受 光 素 子 、 １ ０ ３ … 温 度 測 定
素 子 、 １ ０ ４ … 発 光 素 子 、 １ ０ ５ … 発 光 素 子 を 持 つ 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 、 ２ ０ １ … マ ウ ス
、 ２ ０ ２ … マ ウ ス 内 の 基 板 、 ２ ０ ３ … ホ イ ー ル 、 ２ ０ ４ … ボ ー ル 、 ２ ０ ５ … ケ ー ブ ル 、 ２
０ ６ … 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 の 測 定 窓 部 分 、 ３ ０ １ … 温 度 測 定 用 窓 、 ３ ０ ２ … 温 度 測 定 用 窓
の 中 心 部 を 通 る 接 面 、 ４ ０ １ … キ ー ボ ー ド 、 ４ ０ ２ … 手 、 ４ ０ ３ … テ ン キ ー 、 ４ ０ ４ … 手
の 移 動 す る 位 置 に 複 数 の 温 度 測 定 用 セ ン サ 部 を 配 列 し て 構 成 し た セ ン サ 部 、 ５ ０ １ … ハ ン
ド ル 、 ５ ０ ２ … 温 度 測 定 用 の 窓 、 ５ ０ ３ … ハ ン ド ル の 形 状 に 合 わ せ て 複 数 の 温 度 測 定 用 セ
ン サ 部 を 配 列 し て 形 成 し た セ ン サ 部 、 ６ ０ １ … 手 が 置 か れ た か ど う か の 判 定 、 ６ ０ ２ … 温
度 測 定 素 子 に よ る 手 の 温 度 測 定 、 ６ ０ ３ … 作 業 者 の 眠 気 の 検 出 が さ れ た か ど う か の 判 定 、
６ ０ ４ … 警 告 を 出 す 、 ６ ０ ５ … 警 告 回 数 を 計 数 、 ６ ０ ６ … 警 告 が 一 定 の 回 数 を 超 え た か ど
う か の 判 定 、 ６ ０ ７ … 本 人 以 外 へ の 警 告 の 発 信 、 ６ ０ ８ … シ ス テ ム の 保 護 機 能 を 作 動 、 ７
０ １ … サ ー ミ ス タ を 手 に 貼 り 付 け て 測 定 し た 温 度 変 化 の 実 測 例 、 ８ ０ １ … 教 師 、 ８ ０ ２ …
生 徒 、 ８ ０ ３ … 端 末 、 ８ ０ ４ … モ ニ タ 、 ８ ０ ５ … イ ン ジ ケ ー タ 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(8) JP 2006-305035 A 2006.11.9



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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